




















































Sōseki’s Interest in Science
Keita KOYAMA
Abstract
　Sōseki took an extraordinary interest in sciences as a literary man. For example, we can see his tendency 
in the Law of Gravitation written in Wagahai wa Neko dearu (I am a Cat), the Pressure due to Radiation in 
Sanshiro and the discussion with physicist, Torahiko Terada. Using such examples, I will survey how Sōseki 
fused Science and Literature, which are regarded as Oil and Water, in his novels.




















































































































































































































































































































































































































































































































　この人が 1908 年、『明暗』を漱石が執筆する 8
年前に『科学と方法』という本を書いてるんです。
その中に、漱石が『明暗』に使った「偶然」という
文章があるんです。この「偶然」という文章を寺田
寅彦が 1915 年、つまり漱石が『明暗』を書く前年、
翻訳をして、今もうなくなっちゃいましたけれど
も、『東洋学芸雑誌』っていう雑誌に載せてるんで
す。だから、漱石は寺田寅彦からその翻訳をもらっ
たんだと思うんです。読んだんだと思うんです。
　それがインスピレーションになって『明暗』を書
いたかどうかは分かりませんが、作品を通して、伏
流水か通奏低音に感じるようにポアンカレーの「偶
然」っていう文章が流れてくんです。
　ご承知のように『明暗』はものすごく長い作品で
す。漱石の作品の中でいちばん長いです。長いけれ
ども、未完で終わっちゃってるでしょう。大作が未
完で終わると読んでる人間の欲求不満っていうのは
大変なものですよね。ヴィーナスって腕ないでしょ
う。左腕は肩からないですね。右腕も上腕からしか
残ってない。あれ、どういうポーズとってたんだろ
うって知りたいですよね。でも、腕が出てこないこ
とには分かんないよね。シュミレーションする以外
にない。
　『明暗』の場合はまだ書かれてないから、あった
ものが失われたわけじゃないですけれども、完成品
としてあるべき部分がないという点では同じですよ
ね。だから、ヴィーナスの腕を探すみたいにいろん
な文芸評論家がこういう結末になるんじゃないかっ
ていうシュミレーションをしてます。実際に書い
ちゃった作家の方もいますね。こういうふうになる
んだっていう。だけど、シュミレーションは所詮
シュミレーションなんで、結局欲求不満が消えない
んですけれども、このポアンカレーの偶然を冒頭の
部分、新聞の連載で言うと 2 回目ぐらいのところで
すかね、使ってるんです。
　病院を出て、帰る道すがら手術しなきゃいけない
と暗い気持ちのときに津田がこういうことを言うん
ですね。「いわゆる偶然の出来事というのは、ポア
ンカレーの説によると、原因があまりに複雑過ぎて
ちょっと見当がつかない時に云うのだね」。「ナポレ
オンが生れるためには或特別の卵と或特別の精虫の
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配合が必要で、その必要な配合が出来得るために
は、またどんな条件が必要であったかと考えて見る
と、ほとんど想像がつかないだろう」と。次に、こ
ういうことをグダグダ言うんです。「どうしてあの
女はあすこへ嫁に行ったのだろう」。あの女って清
子さんですよ。自分を捨ててほかの男と結婚し
ちゃった人。次は自分のことも言ってるんですよ。
「このおれはまたどうしてあの女（お延さんのこと
ね）と結婚したのだろう」。そんなの知るかってい
うんだ。自分で考えろって言いたくなるでしょう。
つまり、去っていった恋人には未練たらたら。新婚
6ヶ月の奥さんがいるにもかかわらず、結婚したこ
とに対してまだ迷いがあるってこれ最低ですね。そ
ういうふうにグジャグジャ言ってて、そのセリフの
中で「偶然」、ポアンカレーのいわゆる複雑の極地、
何だか分からないって分かるわけじゃないじゃない
かって言いたくなるんです。
　場面がずっと展開してって、これも冗談めかして
言うと一種の偶然かなあと思うんですけれども、未
完に終わった新聞の連載の最後のところです。もう
本当に面白くなってくるところで終わっちゃってる
んですけど。津田と清子さんを引き合わせた吉川夫
人っていうでしゃばりおよねみたいなおばさんがい
るんです。津田の上司の奥さんなんです。この奥さ
んがまた余計なちょっかいを出すんです。清子さん
は流産をして静養に温泉に行ってたんです。吉川夫
人はそれを聞いたわけです。そこで津田にけしかけ
るんです。「清子さんのいる温泉宿に行って、わた
しから預かったって言って果物カゴをお見舞いに届
けて、それで再会のきっかけができんじゃない
の」っていうようなことを言う。良くないよね、こ
ういうの。姦通をそそのかしてるわけです。
　するとまた、津田っていう奴が豆腐の頭にってい
うような男ですから、ホイホイとのっちゃうんで
す。旅費や滞在費は吉川夫人に出してもらう。未練
のある女性に会えるっていうから行っちゃうわけで
す。それで、最後の場面ですけども、温泉宿の清子
さんの部屋に果物カゴをぶら下げて部屋に入って行
くんです。清子さんは当然びっくりしますよ。何で
来たんだろうと。ましてや吉川夫人っていう人から
お見舞いの品までもらって。
　だから、怪訝な顔して質問するわけですけれど
も、そのときのまた津田のセリフがずるいんです
よ。「偶然ということも世の中にはありますよ」。こ
こでまた偶然を持ってきてるんです。冒頭に言った
ポアンカレーの「偶然」がここでまた頭を出してく
るんです。これ、偶然じゃないんですよ。策略を講
じて清子さんのとこに会いに行ったわけです。人智
の及ばない原因が複雑に絡まってよく分からなく
なって、ある結果が出てきたことを「偶然」とわれ
われは言うわけですね。津田の行動は、偶然じゃな
いんです。計算に計算を重ねて訪ねてってるわけで
すから。
　考えてみれば、かつての恋人といったって人の奥
さんになってる人ですからね。若い女性が温泉宿に
一人でいるときに、男がその部屋にノコノコ入って
行くっていうこと自体が非常識でしょう。するべき
じゃないんですよ。それをしただけ、これは姦通の
入り口に自分で足踏み入れちゃったっていうことで
す。
　百歩譲って、そうするんだったら、男だったら本
心を言えっていうんですよ。そうでしょう。自分の
思いを、あなたを今でも諦められないと。自分は結
婚しちゃったけども。本心をぶつけんなら、ぶつけ
んだって良くないよ、それは人の奥さんにそんなこ
と言うのは。良くないけども、まだ救いはあると思
う。ところが、偶然って世の中にありますよね。自
分も手術のあとで静養しようと思ってこの旅館を探
したらたまたまあなたがここに来てるっていうのを
吉川夫人から聞かされて云々なんていうことを言う
わけですよ。だから、世の中には偶然なんてことが
ありますよなんて、嘘っぱちばっかり言ってるんで
す。
　結末がどうなるかっていうのはもちろん分からな
いんですけれども。連載はかなり長くなってます。
それから、漱石は誰宛てだったかな。名前忘れ
ちゃったけれども、亡くなる１ヶ月ぐらい前、「『明
暗』は長くなるばかりで困ります」って手紙に書い
てるんですね。「来年まで続きそうです」と。「本に
なったら読んでください」って書いてある。これを
どう解釈するかはなかなか難しいんですけれども、
おそらくそろそろ終わるよっていうことを言ってん
じゃないかなあと思うんです。自分の健康状態って
いうのは、漱石は何度も大病してますからね、ある
程度自覚はあったと思うんですよ。そうすると、「本
になったら読んでください」っていうことは、そろ
そろ終結に向かって出版しますよという意識がどこ
かにあったんじゃないかなあと思うんです。
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　この時点で、登場人物はもう全員出揃ってます。
彼らのキャラクターやパーソナリティ、立ち位置っ
ていうのも全部詳しく書かれてるわけです。お互い
の関係、相関っていうのも詳細に記述され尽くして
ます。そうすると、結論がどうなるかっていうこと
なんですよ。つまり、そこからみんなシュミレー
ションを文芸評論家なんかしてるんです。わたし、
いちばん面白いなと思ったのは大岡昇平のシュミ
レーションです。大岡昇平は純文学作家ですけれど
も推理小説も書いてますから、そういうのは得意
だったっていうか、面白いなあと思って書いたん
じゃないかなあと思うんですけれどもね。
　ポアンカレーの話にちょっと戻りますけれども、
ポアンカレーが言ってる偶然です。これは何かって
いうと、当時、蔓延してました、ニュートン力学に
基づく決定論という自然観にもとづいています。
　ニュートンの運動方程式という式があります。こ
こにある情報をインプットして計算を実行すると、
自動的に答が出てくるんです。自動販売機みたいな
ものなんです。ただし、さっき言いましたように、
その自動販売機を使えるのは研究対象が科学の研究
方法に合致する属性を持ってるものじゃなきゃ駄目
です。文学研究は駄目です。ニュートンの運動方程
式はそこに何をインプットするかっていうと、たと
えばリンゴでもいいですし、落雲館の生徒が野球の
練習に使ってるボールでもいいですし、あるいは月
の動きでもいいですし、惑星の動きでも何でもいい
んですけれども、調べたい物体の運動状態、つまり
いつ・どこにいて・どういう方向に動いてるか・ど
ういうスピードで動いてるかっていう情報を入れ
て、それから、そこに作用する力、ほとんどの場合
は重力ですね。万有引力。それを入れて、計算をチャ
カチャカチャカっとすると答が出てきちゃうんで
す。その答は、計算さえ間違えなければ誰がやっ
たって同じ答が出てくるんです。ノーベル賞物理学
者がやっても、早稲田の 1 年生がやっても、同じ答
が出てくる。これはすごいことですよね。つまり、
初期条件って言うんですけれども、原因を設定する
と、結果は一意的に出てくるんです。原因と結果が
1:1 に対応するんです。これがニュートン力学の特
徴なんです。
　つまり、ニュートン力学で記述されるような現象
に関して言うと、偶然っていうことは起こりえない
んです。必ず必然になっちゃうんです。結果が決
まってるから。ところが人間は、特定の範囲内では
ニュートン力学使って計算できますけれども、森羅
万象や人間の心の動きや社会活動全般まで、計算で
きませんよね。つまり、津田が言う複雑な要因が
いっぱい交じり合って、些細な要因が大きな結果を
引き起こすと。
　これ、バタフライ効果って言うんです。だから、
分からないわけですね。
　ですから、ポアンカレーが言ってるのは何かって
いうと、世の中は、本質的には必然なんだ。偶然っ
ていうのはないんだと。だけど、人間の計算能力、
あるいは情報収集能力っていうのが、限界がありま
すから、全部分かるってわけにいかない。だから、
原因が全部掴めなくて計算できなかった結果が出て
きたときに、「あ、偶然だね」って言うんだって言
うんですね。
　もし、ニュートン力学を完全に駆使をして、宇宙
全体の情報を瞬時に取り入れるようなことができる
スーパーインテリジェンスですね、超知性というの
が存在するとすれば、彼は計算しちゃうわけです。
ニュートン力学使って。そうすると、偶然っていう
ことは起こりえない。結果っていうのは 100％分か
るっていうことなんですね。
　これを言ったのは、ポアンカレーより 100 年ぐ
らい前、フランスのラプラスっていう大数学者で
す。この人は、ニュートンの力学を微積分を使って
非常にスマートな形に書き直した人なんです。だか
ら、偶然だっていうのは人間の無知の証であるとい
うことを言ってます。今はそういう自然観はないで
すよ。物理学者でもそういうことを考える人はいま
せんけれども。二十世紀のはじめ、ポアンカレーが
「偶然」を書いた頃、漱石がたぶん寅彦の翻訳を通
して読んだ頃っていうのは、そういう絶対的決定
論っていう自然観が蔓延をしてたんです。それを津
田は使ったんです。
　だから、漱石はそこまでは理解してたと思いま
す。理解してて、『明暗』の冒頭にポアンカレーの
「偶然」の話を持ってきたと思うんです。最後のと
ころで旅館の部屋で津田が清子さんと会ったとき、
「世の中には偶然っていうことがありますよ」なん
て嘘ついていますけどね。ここでも使ってるでしょ
う。
　だから、さっき言いかけましたけども、初期条件
は小説の中でもう完璧に固まってると思うんです。
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そこから、温泉宿の中か、温泉宿の周辺で、何かの
破局が起きるんじゃないかなあという気がするんで
す。そして、結末を迎えたとき、漱石は冒頭に引い
たポアンカレーの「偶然」のセリフを津田にもう 1
回吐かせるつもりであったのではないかと思います。
　さっき、『猫』のニュートン力学の話とか、首縊
りの力学の話とか、『三四郎』の光線の圧力測定の
話とか出しましたけれども、これはこれでうまく作
品の中に取り入れて文学を豊かにしてると思うんで
す。そういう点ではうまいと思うんですが、必ずし
も首縊りである必要はないですね。それから、光の
圧力の測定である必要はない。ほかのテーマを持っ
てきても、それを換骨奪胎して、うまく溶け込めせ
れば、同じような効果はあったと思うんです。
『明暗』の「偶然」の場合はそれを超えてると思い
ます。作品全体を包んでるんです。だから、これを
どこまで読み解いてくかっていうことを掘り下げ
てったらまた新しいシュミレーションができるん
じゃないかなというふうに思っております。
　時間がだいぶ過ぎちゃったんですが、まとめます
と、結局漱石は確かに寅彦が言うように文学者とし
ては珍しく科学への造詣が深かったし、関心が深
かった。そこで二面性が出ちゃったんです。一つは
文学の研究を科学的にやろうとして失敗しちゃっ
た。しかし、文学作品の中に、科学の内容を溶け込
ませるっていうことは、おそらくほかの作家が成し
得なかった技を発揮して、作品を興趣豊かなものに
したんじゃないかなっていうふうに思ってます。そ
れをトータルで考えると、漱石の面白さっていうの
はまた味わい直すことができるんじゃないかなって
いうふうに思っております。どうも、ご静聴ありが
とうございました。
